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伝統と融和を誇るわが町のr1町民体脊大会」も、本；年はその
第l2回目を迎え、11月3日、小丸山グラウンドにおし、て盛大に

行なわれたが、 本年は天高清澄の秋日和に恵まれ、グヲウント’

は町内各地区から集まった、~加者一、応盛・者等を含めたが13.000

の観衆を収容して、時ならぬtこを．わいを見せた。

911寺30分、泊小学：絞鼓笛隊ノ4レート’を先頭に、堂々の入場行

進が行なわれ、引き続いて入湯式に入り、 10時過宮、各地区の

糠腕、応援燃のはためく中に、号－砲のとどろきと共に演技に入

つt..:.,
ァーいやが上にも盛り上がった一一一－
'・ 大会の雰囲気一一

隔年実地がきまってから、 丁度昨年は実施の年に当たってし、

たが、昨年は集中豪雨のためIUf内各地に大きな災害を受けたあ

とであり、町民の意気の盛り上がりが懸念されたため、本年へ

見送りとなったが、それだけに本年は、競技、応援共に熱が」ニ

がり、町民の体育の祭典にふさわしい盛り上がりを見せた。

1一一郷土色豊かな小原踊り
婦人会マスゲーム一一

ことに町連合婦人会が演じたマスゲームとしての小康民諮問

りは、町民打って一丸とな9 たシンボルとして、郷土の民族的

スタイルと色彩的情緒は、大会の雰囲気を更に高め、体育ショ

ーとしての効果を十分に発悔して余すところがなかった 。

「壮者しばし童心にかえる 一一て
」 紅白玉入れに勲狂するオジサン、オパサンたち一・

さ ひ 昭和45年： 12月 10日
月 刊〈毎月10日発行）

l 

また、 競技種目中の紅約五人れは~）JU者みな喜々としてゲー

ムに斡fl：、 小学校の迎助会さながらの観を~~し、文句：どおり ν

クリエーショ ン大会にふさわしレ続技風景を凡せfょっ

総合優勝｜ま南保地区に一一一一

本村杯lま大家庄地区へ ー

各地区共熱l織の結栄、本年度総合優勝は南保j控訴が盟得し、

部j凹から行なわれている、第10凶オ リンピックの三段跳優勝

者、南部忠平氏（／.）務附による 「本村初、」は 2.OOOtf縦走に優勝

した大家庄地区に授与された。

午後3時30分、全観衆鮪狂慨に大会の;fl¥;を閉じたが、本大会

の成果に関し、っきrのような鹿児を聞くことができた。

。l年1回のことであるから、もとどおり毎年開催すべきであ

る。

。隔／，rに突絶されるようになったから、 今回のような暁り上が
りか見られたのど。

。天候が第一の条件であるカ・ら、初~に行なうべ15だ。

。大会の歳果のいかんは種目内谷によることが多い。

。νクリエーション8分、続技2分ぐらいにする。

n ~o令のわくは、 特別の観技師月の外は意味がなI,.、等。

（大会の各成績は4民に掲絞）

く標題写真〉

町民｛本帝大会＂tuνぷ入れ，，の撚戦の
もょう
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山岡獅嗣氏

朝
日
町
線
娠
、
山
間
源
嗣
氏
は
、
こ
の

ほ
ど
、
地
力
自
治
功
労
者
と
し
て
、
動
…
五

等
瑞
宝
章
の
叙
劃
…
を
受
け
ら
れ
た
。

山
岡
氏
は
、
大
正
十
三
年
、
若
冠
三
十

三
才
で
野
中
村
長
に
就
任
、
以
来
、
戦
前

戦
後
を
通
じ
、
村
長
在
職
十
二
年
、
野
中

｜文
自化
治の
文日
化。コ
芝町
富表
者彰
Ll 

朝
日
町
で
は
、
文
化
の
日
を
記
念
し

て
、
長
年
、
町
の
自
治
、
文
化
の
発
展
に

協
力
さ
れ
、
大
き
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
た

次
の
方
々
を
、
十
一
月
三
日
の
町
民
体
育

大
会
の
席
上
弔
表
彰
し
ま
し
た
。

一〉
九
星
通
守
氏

〈管内
崎）

公
民
館
長
と
し
て
就
任
二
十
一
年
に
及

び
、
公
民
館
活
動
を
通
じ
、
地
方
文
化

の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
G

マ
大
前
回
遠
ニ
氏

〈
清
水
町
）

公
民
間
伐
と
し
て
就
任
十
八
年
に
及
び

地
庁
文
化
の
向
上
、
れ
会
教
育
の
先
阪

に
代
ー
く
さ
れ
た
o

v松
田
ゆ
り
子
さ
ん

朝
日
町
消
掃
員
と
し
て
十
余
年
の
間
消

掃
事
殺
に
専
念
さ
れ
、
住
民
の
保
健
衛

生、

町
の
晴天
化
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
。

村
議
及
び
朝
日
町
厳
と
し
て
ご
十
五
年
間

歴
任
さ
れ
、
こ
の
間
、
凶
千
石
用
水
の
開

設
な
乍
、
地
方
自
治
の
振
興
に
尽
く
さ
れ

た
功
績
は
大
台
く
、
そ
の
功
労
が
こ
の
た

び
の
叙
前
と
な
っ
た
も
の
。

山
間
夫
棄
は
、
去
る
十
一
月
十
二
日
、

宮
中
に
お
い
て
天
長
陛
下
に
拝
謁
さ
れ
、

陛
下
か
ら
ね
ぢ
ら
い
の
お
言
葉
を
受
け
ら

れ
た
。

今
回
の
叙
耐
用
を
、
ひ
と
り
山
岡
氏
だ
け
の

喜
び
で
な
く
、
朝
日
町
全
体
の
栄
誉
と
し

て
氏
の
功
労
を
た
た
え
た
い
も
の
で
す
。

マ
涜
地
区
健
牒
づ
く
り
推
進
協
議
会

昭
和
四
十
三
年
以
来
三
カ
年
に
わ
た
り

健
康
づ
く
り
運
動
を
推
進
し
、
地
区
民

の
保
健
と
体
力
向
上
に
献
身
努
力
さ
れ

た
。

マ
沼
保
納
税
協
力
会

小
更
納
税
協
力
会

町
説
の
納
税
に
つ
い
て
積
極
的
に
則
限

内
納
入
に
努
力
さ
れ
、
大
き
な
成
梁
を

あ
げ
ら
れ
た
。

森
整
形
外
科
医
長
着
任

｜
泊
病
院
か
ら
！

こ
の
ほ
ど
、
川
州
院
給
形
外
科
医
長
と

し
て
、
・災
紀
蒋
先
生
を
迎
え
ま
し
た。

先
生
は
、
間
和
問
十
年
金
沢
大
学
医
学

部
を
本
来
、
そ
の
後
大
学
院
に
進
ま
れ
て

研
究
に
専
念
さ
れ
、
本
年
卒
業
さ
れ
た
方

で
す
。

救
急
診
療
な
ど
に
つ
い
て
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、
森
先
生
む

就
任
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
診
棋
に
つ
い
て

最
善
を
尽
く
す
こ
と
の
で
き
る
体
制
と
な

り
ま
し
た
の
で
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

〈
泊
病
院
の
各
科
医
長
V

院

長

（

内

科

）

柳

沢

一武
秀

副
院
長
（
産
婦
人
科
）
川
上
十

一

内

科

医

長

桜

井

富

夫

外

科

医

長

新

聞

峰

敬

放
射
線
科
医
長
〈
内
科
〉
加
瀬

一
朗

眼

科

医

長

川

上

容

子

殺

形

外

科

医

長

線

紀

喜

泌
尿
端
科
医
師
〈
金
）
寺
邑
能
笑

同

（

月

）

白

井

千

博

IA 
寄

付

V
：：：

ω

学
校
教
育
振
興
の
た
め
、

か
ら
務
付
が
あ
り
ま
し
た
。

紙
上
を
借
り
て
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す
c
マ
五
階
庄
小
学
校
校
友
会
（
代
表
、
狩
谷

市
稲
作
氏
）
か
ら
五
簡
庄
小

γ校
ヘ
ポ
ー

タ
ブ
ル
電
諮
外
十
五
品
目
〔
十
四
万
七

千
五
百
円
）

マ
朝
日
町
南
保
、
松
下
弘
氏
か
ら
南
保
小

学
校
ヘ
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
（
十
九
万
七
千

円〉

マ
朝
日
町
官
崎
、
岡
谷
孝
肝
氏
か
ら
…
哨
川
崎

小
学
校
ヘ
ス
チ
ー
ル
製
山
間
黒
仮
（
五

万
円
）

ソ
朗
日
町
月
山
、
狩
谷
川
伯
作
氏
か
ら
、
．九

附
山
小
学
校
へ
交
泊
安
全
指
導
用
教
具

子
ど
も
出川
転
縦
二ム
口
（
二
万
円
）

〉
制
川
町
桜
町
、
制
J

件
刈
氏
か
ら
、
一ム
閲

比
小
学
校
へ
悦
舵
覚
救
H
H
リ
イ
ヤ
レ
λ

ア
ン
プ
一

必
（
六
万
円
）

V
山
恥
京
都
渋
谷
一民
広
尾
、
加
除
・
ゲ
ポ
氏
か

ら
、
符
崎
小
学
校
へ
ピ
ア

ニ
力
十
ニ
ム口

（
四
万
円
）

つ
M
C
の
方
々

（
教
育
委
員
会
）

昭
和
の
初
年
頃
か
ら
、

町
の
有
識
者
聞
に
、
女
子

教
育
の
飯
田
興
が
強
く
叫
ば

れ
、
当
時
、
郡
立
か
県
立

の
女
子
高
校
の
設
立
を
mm

に
申
請
し
た
が
却
下
さ
れ

た
。
し
か
し
、
当
局
や
有

識
者
連
は
そ
の
希
錦
町を
拾

て
ず
、
つ

い
に
、
昭
和
十

五
年
、
町
立
の
実
科
女
学

校
の
設
立
に
成
功
し
た
。

こ
れ
が
そ
も
そ
も
現
的
防

校
の
前
身
で
あ
る
。

そ
の
後
、
同
十
八
年
、

泊
高
等
女
学
校
と
改
称

し
、
そ
の
ま
ま
戦
後
に
入

り
、
昭
和
二
十
三
年
、
六

・
二一
制
の
突

施
に
伴
い
、
用
校
舎
を
使
用
し
て
、
県

立
的
高
等
学
校
と
し
て
発
足
し
た
。
当

時
は
、
普
通
科
と
家
政
科
だ
け
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
閥
楽
科
が
設
問
さ
れ
、

こ
れ
に
伴
い
校
舎
も
相
次
い
で
期
改
築

さ
れ
、
現
筏
、
定
時
制
を
含
め
て
約
九

「一一一盛大に記念式典一一一「

」創立30周年を迎えた泊高校」

0
0名
を
擁
し
て
レ
る
。

一

本
年
は
実
科
女
学
校
の
創
立
以
来
一
二
一

十
周
年
に
当
た
り
、
去
る
十

一
月

一

一

日
、
記
念
式
典
を
準
行
し
、
同
校
第

一

一

凹
卒
業
生
、
理
学
博
土
、
水
島
昌
洋
氏
…

の
記
念
講
演
を
行
な
い
、
あ
わ
せ
て
各

戸

揃
の
股
覧
会
等
の
文
化
祭
行
事
を
饗
絡

…

し
た
。

…

な
お
、
本
年
・は
長
年
待
望
の
グ
ヲ
ウ
一

ン
ド
が
完
成
じ
、
・
本
年
度
の
運
動
会
も

…

既
に
同
ダ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
な
わ
れ
た
が

一

同
校
で
は
今
回
の
三
十
周
年
を
記
念
し

一

て
、
高
校
学
闘
に
ふ
さ
わ
し
い
、

ヒ
マ

一

ラ
ヤ
シ
l

〆
百
本
、
サ
ク
ラ
百
本
、
ァ

…

カ
シ
ヤ
六
十
本
が
調
達
さ
れ
、
新
設
グ

一

ヲ
ウ
ン
ド
の
胤
辺
や
綬
舎
新
設
予
定
地
一

に
国
え
ら
れ
た
。

一

〈
写
奥
V

上
！
創
立
三
十
周
年
の
記
念
式
典

主
l
新
設
グ
ラ
ヴ
y

ド
に
記
念
植
樹
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小
沢
弥
氏
に

金
沢
国
税
局
長
表
彰

朝
日
町
時
色
申
告
会
納
税
貯
務
組
合
会

長
、
小
沢
弥
氏
は
、
こ
の
は
ど
、
多
年
背

色
申
告
普
及
育
成
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
に

よ
り‘

金
沢
国
税
局
長
炎
彬
を
受
け
ら
れ

た。
氏
は
、
経
済
の
発
展
は
経
営
の
ム
ロ
珂
化

に
あ
り
、
そ
の
た
め
記
帳
を
し
て
、
自
ら

の
企
業
の
実
体
を
知
る
と
と
か
ら
始
め
ね

ば
な
ら
ぬ
と
確
信
し
、
長
年
に
わ
た
り
会

員
宅
を
歴
訪
さ
れ
、
同
時
に
納
税
面
で
も

日
掛
け
、
月
掛
け
を
励
行
し
、

一
括
納
付

に
よ
る
完
納
の
継
続
的
可
指
持
さ
れ
、
今
で

は
県
外
に
ま
で
中
川
色
申
告
の
先
進
地
と
し

て
知
ら
れ
る
く
ら
い
に
さ
れ
た
。

島
田
穏
桶
氏
に

魚
津
税
務
署
長
表
彰

明
日
町
行
色
府
代
会
納
税
貯
帯
組
合
刷

会
長
．山
崎

m穏
柄
氏
は
、
多
年
に
わ
た
り

組
合
員
の
団
結
と
融
和
を
指
針
と
し
て
、

納
税
貯
蓄
、
納
税
の
高
揚
に
尽
力
さ
れ
た

雇函誼
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

(3) 

幌
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
年

金
委
員
さ
ん
に
集
め
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
な
に

か
の
都
合
で
納
め
忘
れ
た
保

険
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

納
め
忘
れ
の
期
聞
が
あ
る
と
1
将
来

の
老
令
年
金
の
給
付
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
附
皆
、
ほ

功
績
に
よ
り
、

け
ら
れ
た
ω

仏
一段
税
務
署
長
表
彰
を
受

松
倉
商
工
会
事
務
局
長
に

魚
津
地
区
納
税
貯
蓄
組
合

連
合
会
表
彰

制

u町
尚
工
会
事
務
同
長
、
総
合
宿
h
u

氏
は
、
山
門
色
申
告
会
及
び
納
税
貯
蔀
組
合

の
尖
際
的
業
務
指
喝
を
し
、
適
正
市
行
、

摂
替
品
川
U

泣
に
よ
る
則
限
内
先
制
に
努
力
さ

れ
、
優
秀
な
成
縮
を
あ
げ
る
原
動
力
と
な

ら
れ
た
功
績
に
よ
り
、
魚
津
地
区
納
夜
貯

蓄
組
合
連
合
会
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
。

⑨
公
給
領
収
証
を

受
け
と
り
ま
し
ょ
う

料
理
飲
食
等
消
費
税

料
開
店
、
貸
席
、
カ
フ

エ
ー
、
パ
l
、

キ
ャ
バ
レ
ー
、
飲
食
店
、
唄
ぷ
店
、
旅

館
等
で
遊
興
、
飲
食
、
約
泊
、
休
憩
等

を
し
た
人
に
か
か
る
も
の
で
す
。

課
税
の
対
象
と
な
る
も
の

ど
の
よ
う
な
名
体
で
あ
ろ
う
と
も
．
利

川
の
対
側
ま
に
は
魚
料
一
と
し
て
訓
求
さ

れ
る
糾
合
が
対
線
と
な
り
ま
す
，d

現
制
の
計
算
方
法

遊
興
飲
食
料
金
の
宿
約
料
金

（
一
人
一

子
、
遺
児
ま
で
の
年
念
が
も
ら
え
な
く

な
っ
た
り
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
す
c

圏
今
一
度
、
保
険
料
が
会
部
納
ま
っ
て
レ

る
か
調
べ
て
み
ま
し
ょ
・
っ
。

い
ま
な
ら
、
時
効
に
よ
り
納
め
ら
れ

な
く
な
っ
て
い
る

保
険
料
に

つ
レ
て

は
、
月
四
百
五
卜
円
で
納
付
で
さ
ま
ず

か
ら
、
こ
’
の
方
訟
を
利
用
し
て
、
未
納

と
な
っ
て
い
る
侃
険
料
が
あ
れ
ば
、
全

部
掛
け
，
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
し二

×

×

×

 

泊
に
つ
ぎ
八

O
O円
を
見
引

い
た
践

り
）
の
一

O
%

た
だ
し
次
の
場
合
課
税
さ
れ
ま
せ
ん

飲
食
凶

（」〈米
側
川
柳
、
す
し
附
．、
食
立

な
と）

に
お
け
ゐ
飲
食
や
休
刊
出
で

一
人

一
一川八

O
O円
以
卜
の
川
史
川
じ

一
人
一

川
二
食
の
糾
合
が
一

、
λ
り
一O

円
以
下
の
場
合
υ

納
税
の
方
法
と
公
給
制
収
託
に
つ
レ
て

ふ
な
さ
ん
が
料
金
を
支
払
わ
れ
る
と
主

に
、
経
常
者
が
代
金
と
い

っ
し
ょ
に
徴

収
し
ま
す
。
こ
の
と
念
、
県
の
公
給
領

収
証
を
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
と

り
ま
し
ょ
う
。

’一
れ
は
、
み
な
さ
ん
が

支
払
っ
た
税
金
が
、
縦
突
に
県
に
納
入

さ
れ
る
た
め
で
す
。

一
動

一民
間
放
送
協
会
一

一
活

一全

国

大

会

に

一

一会

一参

加

し

て

一

一

人

朝
日
町
中
央
婦
人
常
級
長

一

均
一
；
；
一

関
心
深
い
家
庭
教
育
の

諸
問
題
に
つ
い
て

わ
た
し
は
、

十
月
十
円
口
、
金
山
れ
い
川
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
民
間
放
送
協
会
全

ω大

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

数
々
の
り
っ
ぱ
な
研
究
発
表
や
、
質
疑

応附品川
が
活
発
に
行
な
わ
れ
、
被
に
み
の
り

州甘
か
な
研
究
挫
談
会
で
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
、
こ
ど
も
の
正
し
レ
山
氏
を
ひ

た
す
ら
祈
る
糾
の
作
市
な
終
刊
誌
に
ス
ポ
ノ

ト
を
あ
て
、
ぞ
れ
に
対
す
る
助
育
者
の
ご

泣
見
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

－
あ
る
父
親
の
発
言
内
山
什

す
ば
ら
し
い
経
情
成
長
に
伴
う
繁
栄
の

災
に
、
ゃ
れ
非
行
少
年
、
離
婚
悲
劇
の
紙

発
、
お
き
去
ら
れ
た
必
人
の
ひ
と
り
泊
ら

し
の
み
じ
め
さ

η、
冷
た
い
風
の
吹
主
ま

く
る
今
日
で
あ
る
。
こ
の
な
げ
か
わ
し
い

批
柑
に
対
し
、
人
間
性
を
と
り
も
ど
す
時

代
で
あ
る
事
が
強
調
さ
れ
て
い
る
ω

そ
の

人
間
性
を
と
り
も
と
す
た
め
、
一
番
火
切

な
も
の
は
何
た
ろ
う
か
、「
夫
婦
の
控
情
」

で
あ
る
と
思
う
。

－
波
多
野
先
生
の
意
見

C
夫
婦
の
愛
情
は
、
各
家
庭
の
日
常
の
さ

り
げ
な
い
中
に
、
暖
か
い
家
庭
ム
l
ド

の
中
に
、
無山
形
な
存
在
と
し
て
た
だ
よ

っ
て

い十
る
も
の
で
あ
る
。

O
感
受
性
の
強
い

こ
ど
も
は
、
信
州
略
、

芳一例
…の
通
っ
た
両
親
の
夫
婦
愛
を
こ
と

さ
ら
ク
n

l
ズ
ア
ッ
プ
し
て
見
せ
な
く

て
も
‘
自
然
の
ム
1
ド
の
中
が
ら
吸
収

し
て
い
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
見
失
っ

て
他
力
本
願
で
解
決
し
た
い
と
思
う、

そ
の
説
の
装
勢
に
大
切
な
間
組
点
が
ひ

そ
ん
で
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

。
親
権
、
即
ち
親
と
し
て
の
柿
利
、
穀
物

に
つ

い
て
、
ほ
ん
と
う
に
よ
く
考
え
、

そ
の
窺
憶
を
、
日
常
わ
が
子
の
し
つ
け

に
ど
の
よ
う
に
創
意
工
夫
し
、
実
行
し

て
い
る
か
、
こ
の
基
本
的
な
事
が
今
日

の
家
庭
教
育
で
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う

に

m
？コ
。

。
「
い
い
子
に
育
て
た
い
」
、
こ
れ
は
、
制
酬

の
共
通
の
願
い
で
あ
る
U

そ
の
い
い
子

の
開
想
像
が
ゆ
が
ん
で
い
る
事
が
な
い

だ
ろ
う
か
。

O
－
」
の
め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
現
代
社

会
で
、
し
か
も
世
界
を
舞
台
に
強
く
生

き
ぬ
く
強
い
子
、
い
い
守
を
脊
て
る
に

は
何
が
一

一昔
火
切
な
の
か
、
そ
の
責
任

者
で
あ
る
組
の
権
利
と
義
筋
に

つ
い
て

バ
剣
に
巧
え
て
ほ
し
い
。

。
円
分
で
円
分
を
コ
／
ト
ロ
ー
ル
’で
会
る

レ
い
子
を
打
て
る
た
め
、
こ
ど
も
の
成

以
、
発
述
段
断
に
応
じ
て
け
し
め
を
大

切
に
す
る
し
つ
け
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
U

そ
の
け
じ
め
を
、
観
日
・
山
河
口
分
の

生
活
態
度
で
ぶ
し
な
が
ら
、
わ
が
子
に

日
常
の
行
動
を
通
し
て
し
つ
け
る
w
引
か

大
切
で
あ
る
。

A
’
境

先

生

（
文
部
省
婦
人
教
育
課
長
）

の
意
見

。
ど
ん
な
困
難
な
事
に
ぶ
つ
か
っ

て
も
パ

自
分
で
の
り
－」
え
て
く
れ
る
心
身
の
た

く
ま
し
レ
子

。
組
の
し
γ

う
事
を
す
な
お
に
現
解
し
て
、

く
れ
る
子
：・・・・・・・
聞
を
じ
よ
う
ず

。
人
の
た
め
に
働
く
市
を
現
．
ふ
子

O
こ
う
し
仁
い
い
子
を
育
て
る
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
親
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の

状
況
、
こ
ど
も
の
個
性
に
応
じ
、
し
っ

か
り
と
親
の
織
威
を
保
ち
な
が
ら
、

家

庭
教
育
に
全
力
投
球
し
て
お
ら
れ
る
と

、
ノ
Yゅ
。

κ
ν
7・‘
｛

青
少
年
に

年
末
年
始
を
明
る
く

年
末
年
始
は
、
何
と
な
く
あ
わ
た
だ
し

く、

う
わ
ず
り
や
す
い
気
分
に
な
り
が
ち

で
す
。
し
か
も
学
校
、
会
社
、
事
務
所
な

ど
は
休
暇
に
な
り
、
青
少
年
に
い
ろ
い
ろ

問
題
が
お
き
や
す
い
と
き
で
す
。

お
と
な
の
人
達
は
、
五
レ
に
注
意
し
あ

っ
て
、

立
派
な
青
少
年
を
育
て
あ
げ、

明

る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
に
努
め
ま
し
ょ

ん
ノ
。家
庭
で
は
、
一
家
印
ら
ん
で
、健
全
で
楽

し
く
過
ご
せ
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ
う。

「

D
n
U
F
D



F
D
n
u
n
o
 

の
で
あ
る
。

な
お
、
会
川
町
年
六
会
派
雌
に
あ
た
り

絶
大
な
る
ご
文
様
、
ご
協
力
を
い
た
だ
b
p
e

ま
し
た
各
位
に
、
紙
上
な
附
り
叩
く
お
礼

巾
し
あ
げ
ま
す
。

八
八
七
凶
何
年
大
会
成
約
V
’

V
バ
ν

l
ポ
ー
ル
（
内
子
）

一
凹
時
判

明

け

2
1
0秋
川

二
制
時
判

明

U
2
1
0
附
山

一二川一
戦

佐
川w．2
1
0
川明
日

一J
陸
上
読
妓

ト
法
制
跳

一
位

結
別
花
殿
、
笹
川
の
土
と
樹
と
右
展
、
境

関
跡
叱
料
展
、
小

・
小
川
子
小
美
術
挺

人
写
院
〉
笹
川
の
よ
と
樹
と
石
展

－
h
 

橋

本

さ

ん

走

幅

跳

で

位

長
谷
川
さ
ん
（二
百
米
）は
二
位
に

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
三
回
戦
で
惜
敗

各
地
で
文
化
祭
行
事

(4) 

湖底町警年の意気じめ子

文
化
の
円
を
中
心
に
、
各
地
ば
の
公
民

館
で
は
、
組
々
の
行
事
が
備
さ
れ
た
。

川
u
m
作
品
は
、
い
ず
れ
も
れ
叫
か
ら
の

「
抱
Y
か
け
た
進
H

聞
な
ど
で
、
特
に
笹
川

の
土
と
闘
と
．h
M院
に
つ
い
て
は
、

一
舵
制

衆
の
・r
、好
評
を
回
附
し
て
レ
た
c

f

外
地
区
で
催
さ
れ
た
丈
化
祭
行
引
V

O
一桜
川
公
民
釦

土
b
r
－樹
と
石
握

。
大
家
陀
公
民
館

菊
花
脱

O
泊
公
民
館

美
術
展
、
番
治
展
、
ル
ヱ
花
展
、
邦
楽
の

夕
、
漏
出
の
会
、

高
校
美
術
展
、
茶
会
、

苦
渋
会

C
小
央
公
民
館
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門
、
文
化
部
門
に
日
頃
の

ん
活
動
の
成
泉
を
競
い
A
口
っ

さ

り

J
sト

叶
d哨
朝
日
川
か
ら
は
、
邦
子

恥

バ

レ

ー
ボ

I
J戸
、
陸
上
最

彼
女
子
（
二
名
）
が
県
代

表
と
し
て
出
場
、
郷
土
の

期
待
を
に
な
っ
て
健
斗
し

た
。

総
本
沖
守

七）長
谷
川
京
子
（
ニ
ル
し

秒
六
｝
〈
・
友
会
新
）

〈明

u町
迎
A
H
MH
年
間
）

八
写
真
上
〉
全
幽
部
同
年
大
会
川

ν

l
ボ

l

山
川
二
回
戦
で
間
山
テ
1

ム
と
熱
戦
を
民

側
す
る
朝
刊
町
チ
ー
ム
ハ
平
川
が
倒

u

町
チ
ー
ム
〉

（
・
久
米
九

長谷川京子さん

二
百
・
米

包L

ひ

般
投
初
円
の
十
二
円口
、

バ
ν

l
ボ

l

山F
は
、
蹟
技

開
始
第

一
試
合
と
い
う
悪

条
件
に
も
め
げ
ず
秋
田
を

舵
く

一
蹴‘

二
凹
戦
も
蝶
敵
岡
山
を
簸
肢

の
京
地
転
で
彼
り
気
勢
を
あ
げ
た
υ

一
方
、
陸
上
蹴
技
は
、
初
日
早
々
、
走

刷
跳
の
続
本
洋
子
さ
ん
が
四
米
九
七
を
跳

ん
で
優
勝
を
会
め
、

二
百
米
の
長
谷
川
京

子
さ
ん
も
大
会
新
の
記
録
で
軽
〈
予
選
を

泊
地
、
数
多
い
宮
山
県
勢
の
中
で
も
．
ひ

と
き
わ
朝
日
町
選
手
の
活
躍
が
光
っ
た
み

現
十
三
日
は
、
脱
技
開
始
早
々
に
長
谷

川
さ
ん
が
こ
七
秒
六
の
大
会
新
で
二
位
に

入
賞
、
バ

ν
l
ボ

1
山
戸
も
あ
わ
よ
く
ば
と

思
わ
せ
た
が
、
愛
媛
を
相
手
の
誇
戦
も
む

な
し
く
、
惜
し
く
も
入
賞
を
の
が
し
た
。

（
三
回
戦
に
勝
て
ば
四
位
入
賞
で
あ
っ

た〉

一

か
つ
て
、
前
劇
の
町
と
し
て
、
山
下
問
ζ

れ
ら
の
メ
ン
バ
ー
が
、
わ
が
尚
一劇

…

…
に
手
の
丈
化
的
水
準
を
尚
く
評
附
さ
れ
の
町
回
同
を

M
ぎ
し
て
、
劇
凶

「
悶
が

…

…
た
わ
が
朝
日
町
の
演
劇
活
動
は
、
戦
後

え
る
」
を
結
成
し
、
去
る
十
一
月
二
十

…

…
の
町
民
に
大
き
な
う
る
お
い
と
則
待
合

五

u、
伯
小
学
校
講
主
に
お
レ
て
第
一

一

一
与

え

た

も

の

で

あ

っ

た

。

制

公

削
を
行
な
っ
た
。

一

一

そ
の
後
、
マ
ス
コ
ミ
文
化
の
芸
品
な

な

お

こ

れ

に
は
、
か
つ
て
の
泊
演
劇

…

…
発
速
に
伴
う
社
会
情
勢
の
変
化
は
、
新

研
究
グ
N

l
プ
と
伯
校
下
何
年
団
演
劇

…

…
支
店
の
生
活
を
大
き
く
変
え
て
し
ま
っ
グ
ル
ー
プ
、
及
び
伯
尚
一
校
前
一
劇
部
．
か
俊

一

一
た

。

助

出

前

し

、

演

劇

の

一

…

こ
ニ
十
数
年
来

演

劇

の

町

復

活

を

め

ざ

し

町
復
活
に
ふ
さ
わ
し

…

…
忘
ら
れ
て
い
た
崩

劇

団

「
雨

が

え

る

」

誕

生

レ
合
同
公
演
の
形
で

…

一
劇

活

動

が

、

近

年

、

行

な

わ

れ

た

。

一

一
町
の
斤
年
団
活
動
の
小
に
大
き
く
と
り

な
お
、
こ
の
劇
団
誕
生
の
陰
に
は
、

一

一
あ
付
ら
れ
．
昭
和
四
十
二
年
、
第
十
六
か
つ
て
の
泊
演
劇
研
究
会
の
中
心
で
あ

…

…
回
全
国
符
年
大
会
に
お
い
て
、
朝

υ町
っ
た
阿
部
制
三
、
間
部
読
佑
、
本
村
朝

一

一
辿
斤
の
前
一
期

一
お
れ
た
ち
は
ま
剛
た
」

到
．
大
平
ア
両
氏
ら
の
側
而
的
協
力
が

…

一
が
優
秀
賞
を
撞
得
し
た
の
を
契
機
と
し
大
き
な
指
判
明
カ
と
な
っ
て
生
ま
れ
た
も

一

…
て
、
青
年
層
の
中
に
、
．
舟
び
演
劇
熱
が
の
と
継
測
さ
れ
、
今
後
の
活
動
が
大
い

…

…
よ
み
－か
え
っ
て
き
、
そ
の
後
サ
ー
ク
ル
に
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
c

一

一
活
動
之
し
て
続
け
ら
れ
て
き
た
か
、
今

×

x

勤
労
行
年
の
祭

典
、
第
十
九
則
合一国

青
年
T

八
会
は
．
十
一

月
十
一
日
か
ら
四
日

間
、
東
京
国
内
M
観
肢
拐
な
主
会
場
に
、
全

国
各
県
の
代
表
八
千
人
が
祭
レ
、
体
育
部

さ

ー
第
十
二
回

－

「
l
町
民
体
育
大
会
成
績
し

あ

総

合

成

績

①
南
保
、
A
W
境、

①
川
崎
、
①
大
家
店

①
山
崎
、
＠
悦
川
、
の
山
一ニ
民
、
＠
泊

二
氏
‘
①
泊

一
以
、
＠
五
附
正

子
過
去
の
総
合
優
勝

第
一
同

t
第
八

間

関

i

d

i

－
－
、

保

力

E

U

仇

第

十

回

姥

第

十

一

間

入

。双
山

二
、

opメ
υ米
縦
走

①
大
家
店
、
①
宮
崎
、
①
山
崎

小
苧
校
六

O
O米
継
定

⑦
的
．4
一K
．
白
山
崎
、
①
火
山
水
山

中
学
校
九

O
O米
桝
ト
ル
－

①
大
出
品
庄
、
①
巾
二
区
、
①
山
一

一匹

（要？溢＆~ぷ）第1加号

全
国
勤
労
様
同
年
に
朝
日
町
青
年
の
意
気

を
示
し
た
選
手
諸
君
の
健
斗
を
た
た
え
る

と
と
も
に
、
今
後
の
一
層
の
精
進
を
期
待

し
、
更
に
、
こ
れ
を
好
刺
滋
に
、
朝
日
町

青
年
団
活
動
の
よ
り
発
展
を
期
し
た
い
も

〉て
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If 保健五I

現
代
生
活
と
胃
腸
病

ひ

弘
述
の
な
か
に
は
版
刷
を
経
験
し
な
い

人
は
ま
ず
い
な
い
で
し
ょ
う
。
特
に
日
本

人
に
は
胃
腸
阿
者
が
多
い
と
云
わ

れ

ま

す。

こ
れ
は
日
本
人
の
食
店
活
に
よ
る
も

の
か
、
ま
た
、
現
代
の
制
限
純
化
し
た
社
会

生
活
か
ら
う
ま
れ
る
、
精
神
不
安
、
ス
ト

レ
ス
の
な
せ
る
わ
ざ
か
、
い
ず
れ
に
し
て

も
、
現
代
の
生
活
内
容
が
向
腸
耐
の
発
生

に
と
っ
て
革
大
な
影
継
習
を
及
ぼ
し
ぐ
い
る

事
は
、
ま
ち
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。

環
境
と
胃
腸
病

よ
い
環
境
で
、
精
神
的
、
肉
体
的
刺
激

か
ら
遠
ざ
か
り
、
消
化
の
よ
い
菜
食
を
主

と
す
る
よ
う
な
生
活
が
胃
腸
に
と
っ
て
理

想
的
な
よ
い
環
宛
と
云
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
と
う
ら
は
ら
に
、
毎
日
わ
ず
ら
わ
し

い
騒
音
に
追
い
ま
わ
さ
れ
、
そ
の
精
例
的

不
安
や
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
ぬ
け
だ
す
た
め

に
、
酒
、
た
ば
こ
等
を
つ
い
乱
用
し
が
ち

に
な
る
現
代
金
活
は
、
胃
腸
の
機
能
に
と

っ
て
も
っ
と
も
思
く
、
こ
の
よ
う
な
態
条

件
の
も
と
で
病
気
が
助
長
さ
れ
、
レ
っ
た

ん
発
病
し
た
ら
、
な
か
な
か
な
お
ら
な
い

病
気
に
な
る
な
ど
、
そ
の
環
協
況
に
よ
っ
て

非
常
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

(5) 

ス
ト
レ
ス
と
胃
腸
病

悲
し
み
、
怒
り
、
不
安
、
心
配
、
緊
張

等
が
あ
る
と
き
、
他
の
疾
患
が
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
食
慾
が
な
く
な
る
事
が
よ

く
経
験
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
は
神
経
系
と

内
分
泌
系
と
に
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
精

神
活
動
に
よ
る
影
織
力
が
き
わ
め
て
大
き

く
、
肉
体
的
、
精
神
的
ス
ト
レ
ース
が
加
わ

る
と
、
一
部
の
下
重
体
、
副
管
系
ム
小山
戸毛

ン
の
分
泌
が
高
ま
り
、
回
同
液
の
分
泌
を
促

進
さ
せ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
胃
腸
障
害
、
と

く
に
胃
潰
蕩
の
発
生
を
助
長
し
ま
す
。

食
生
活
と
の
関
係

間
ガ
ン
に
つ
い
て
は
ぜ
世
界
各
国
の
死

亡
率
を
見
る
と
、
日
本
が
そ
の
上
位
を
占

め
て
い
ま
す
。

こ
の
原
丙
の

一
っ

と
し

て
、
食
習
慣
の
相
逮
．
と
く
に
米
の
大
食

と
少
な
い
ミ
W
タ
の
消
費
量
が
あ
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

主
な
胃
腸
病
の
症
状

的
問

・
十
二
指
腸
潰
綴

長
期
に
わ
た
る
岡
部
の
鈍
痛
、
胸
や
け
、

ゲ
ッ
プ
な
ど
般
症
状
等
々
、
し
か
し
食

事
は
す
す
み
、
や
せ
る
こ
と
は
な
い
。

①
急
性
問
炎

胃
痛
、
曙
吐
、
下
痢
‘
発
熱
な
ど
が
主

な
定
状
。

①
慢
性
問
炎

宵
が
痛
み
、
重
苦
し
く
、
は
れ
ぼ
っ
た

い
、
物
が
み
ぞ
お
ち
に
つ
か
え
る
、
ま

た
胸
や
け
、
ゲ
ッ
プ
、
吐
き
け
、
食
欲

不
娠
、
使
泌
、
下
痢
‘
体
が
だ
る
い
、

肩
こ
り
、
頭
痛
、
め
ま
い
、
や
せ
る
、

ど
う
き
等
の
神
経
症
状
。

＠
胃
下
垂

慢
性
門
炎
と
ま
っ
た
く
同
じ
自
覚
症
状

を
示
す
場
合
が
多
い
。

予
防
と
治
鍍

の
町
同
の
治
療
法
の
根
本
は
、
精
神
療
法
、

日
常
生
市
川
金
事
療
法
な
ど
に
重
点
を
お

い
た
治
療
法
で
す
。

①
M
．以潟
u
m
v・予
防
法
は
、
そ
の
考
え
ら
れ
る

原
因
を
な
る
べ
く
さ
け
る
こ
と
、
こ
れ
は

向
腸
病
だ
け
で
な
く、

す
べ
て
の
病
気
に

共
通
す
る
こ
と
で
す
が
、
精
神
不
安
、
制

神
的
戸
、
肉
体
的
ス
ト
レ
ス
を
な
く
す
よ
う

な
生
活
態
度
を
や
し
な
い
、
沼
、
た
ば

ι、
コ
ー
ヒ
ー
、
香
辛
料
等
の
乱
用
を
さ

け
、
食
事
の
不
規
則
、
不
照
生
な
ど
つ
つ

し
み
、
職
場
や
町
で
問
の
集
団
検
診
〈
自

分
の
健
出
版
を
守
る
た
め
に
は
年

一
回
の
定

期
検
診
〉
を
受
け
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と

が
予
防
に
通
じ
る
道
で
す
。
ま
た
、
あ
ま

り
燃
す

E
た
り
す
る
よ
う
な
飲
食
物
の
版

取
を
さ
け
、
か
ぜ
楽
等
袋
物
の
乱
用
在
し

な
い
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

警

察

Tご

よ

り

最
近
の
ド
ロ
ポ
ウ

マ
二
輪
の
ド
ロ

最
近
は
自
転
車
、
ォ
1
ト
川
イ
の
ド
ロ

ボ
ウ
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
の
時
間
で
あ
っ
て
も
、
高
か
ら
織
れ
る

と
き
は
、
識
に
「
カ
ギ
」
を
掛
け
て
く
た

さ
い。

万

一
盗
ま
れ
た
場
合
の
目
印
に
、

自
転
車
原
で
の
防
犯
登
録
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
。
ま
た
乗
り
捨
て
た
と
思
わ
れ
る
・
肘

転
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
を
発
見
し
た
時
は
、

電
話
等
で
瞥
wm
に
法
的
相
し
て
く
だ
さ
い
b

マ
自
動
市
中
ド
ロ

夜
間
開
放
さ
れ
た
班
郎
内
、
軒
下
、
路

上
駐
車
し
た
自
動
市
中
及
び
自
動
部
内
の
物

品
、
現
金
が
度
々
臨
ま
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

mの
所
有
者
は
、
必
ず
夜
間
に

は
、
志
の
ド
ア
に
か
ぎ
を
掛
け
て
く
だ
さ

、
。
‘LV 

駐
車
に
つ
い
て

国
道
八
号
線
、
旧
泊
町
内
は
主
要
路
は

ほ
と
ん
ど
午
前
七
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

自
動
軍
駐
車
禁
止
で
す
。

駐
車
と
は
、
運
転
席
を
綴
れ
て
、
付
近

の
路
上
か
ら
み
て
眼
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

に
運
転
者
が
い
る
場
合
で
、
時
聞
に
制
隈

は
な
く
、
こ
j
三
分
離
れ
て
い
て
も
駐
車

で
あ
り
、
駐
車
禁
止
の
地
域
で
は
違
反
と

な
り
ま
す
o

h

駐
車
し
て
な
ら
な
い
と
こ
ろ
は

一
、
首
相
側
か
ら
コ
了

五

M
以
上
闘
の
賎

ら
な
い
狭
レ
道
路

一
、
消
火
栓
か
ら
五
M
以
内

一
、
バ
ス
停
儲
所
表
示
板
か
ら
十
M
以

内
の
と
こ
ろ
で
す

な
お
、
駐
瓜
禁
止
路
上
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
急
救
市
中
、
急
患
輸
送
車
が
出
入
り

す
る
伯
病
院
入
口
前
県
道
上
に
は
、
駐
車

を
し
な
い
よ
う
自
粛
方
お
願
い
し
ま
す
ι

自
転
車
の
無
灯
火
と
ニ
人

乗
り
に
つ
い
て

自
託
車
の
無
灯
火
之
、
乗
車
設
備
の
な

い
こ
人
乗
り
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
交
通

違
反
で
も
あ
り
、
事
故
に
大
き
な
つ
な
が

り
を
も
っ
て
い
ま
す
む

朝
日
町
内
の
十
月
中
の
交

通
事
は

朝
日
町
と
入
替
町
合
計
で

発

生

十

六

件

．
死
亡

二

名

負

傷

者

十

八

名

こ
の
う
か
つ
紺
朝
日
町
だ
け
で

発

生

十

四

件

で
す
。

死

亡

負
傷
者

二

名

十
四
名
を
示
し
ま
し
た
。

北
．
電

か

ら

暖
か
い
冬
を
お
過
ご
し

い
た
だ
く
た
め
の
お
願
い

北
陸
電
力
で
は
、
こ
と
し
の
冬
も
明
る

く
暖
か
く
お
過
ご
し
い
た
ど
く
た
め
、
配

電
線
の
バ
ト
ロ
l

山F
h
f

、
樹
木
の
伐
採
な

ど
、
故
障
防
止
に
懸
命
の
努
力
を
し
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
降
雪
期
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
危
険
で

す
か
ら
す
ぐ
営
策
所
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

、νO
電
線
が
切
れ
て
た
れ
下
が
っ
て
い
る
と

き
O
ア
ン
テ
ナ
が
折
れ
、
電
線
に
接
触
し
て

い
る
と
き
。

O
竹
な
ど
が
電
線
に
接
触
し
て
い
る
と

き

北
陸
電
力
削
営
業
所

電
話
コ
一

1
0
0二
八

電
話
局
か
ら
の
お
願
い

年
賀
状
に
は
電
話
番
号
を
・
き
ま
し
ょ

・っ。
り 正
。し電
い誌
創設
jf,5号
替は
号住
の所
省；の，
き一
万部
はで
次 す
の。

と
お

〒
九
三
九

1
0
七
富
山
県
下
新
川
郡

朝
日
町
泊
一

一一一一
一

電
話
朝
日
（

O
七
六
五
八
〉

一一

l
二

0
00

朝

日

大

郎
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朝
日
町
が

冷
凍
食
品
で
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
豊
か
六
食
生
活
を
んγ

こ
の
た
び
、
朝
日
町
は
、
国
の
農
村
食

生
活
改
善
推
進
市
苧
業
の
三
ア
戸
市
町
村
の

指
定
を
受
け
ま
し
た
。

農
村
の
栄
養
改
警
は
急
速
に
進
ん
で
い

る
と
云
わ
れ
ま
す
が
、
都

市

に

比

較

し

て
、
血
や
肉
と
な
る
動
物
性
蛋
白
質
や
ビ

タ
ミ
ン
、
無
機
質
の
供
給
顕
で
あ
る
緑
黄

色
野
菜
、

海
談
舶
の
不
足
が
ま
だ
ま
だ
で

あ
る
ど
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
献

血
運
動
に
伴
っ
て
、
農
村
に
貧
血
傾
向
が

見
出

4
れ
、
農
村
の
お
お
よ
そ
三
分
の

一

が
貧
血
で
あ
る
と
も
推
定
さ
れ
て
い
ま

一北
文
に
公
衆
便
所
完
成

今
秋
十
月
．
下
旬
か
ら
、
県
の
事
紫
と
し

て
殻
工
し
ぐ
い
と
北
又
公
衆
便
所
が
、
こ

の
ほ
ど
北
又
キ
ャ
ン
プ
場
付
近
に
完
成
し

た。
こ
こ
は
、
小
川
樋
泉
元
場
か
ら
朝
日
岳

に
宝
る
入
口
で
あ
り
、
ま
た

mm薙
を
経
て

宇
奈
月
温
泉
に
去
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

l
ス

の
川
発
点
で
も
あ
り
、
務
は
山
梨
と
り
、

円
以
は
景
山
、
秋
は
キ
ノ

コ
持
。
ゃ
釣
り
の

拠
点
と
し
て
、
最
も
人
の
に
M
C
わ
う
と
こ

ろ。
完
成
し
た
便
所
は
、
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー

ト
造
り
（
以
前
は
丸
太
造
り
）
で
、
風
致

に
合
わ
せ
、
周
聞
に
は
自
然
石
を
あ
し
ら

っ
た
立
派
な
も
の
で
あ
る
。

来
年
の
観
光
シ

ー
ズ
ン
に
は
、

厨
の

指

定

す
む
こ
れ
は
．
兼
務
化
の
噌
加
に
よ
り
、

労
働
の
過
重
な
き
た
す
｝
方
、
家
事
労
働

の
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
調
理
が
簡
単
に
な

っ
た
の
と
‘
食
品
の
」
〈
邑
件
一産
消
費
時
代

で
、
食
、
陪
に
は
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
が
．
並

ぶ
こ
と
に
な
り
や
す
く
、
農
村
で
あ
り
な

が
ら
緑
黄
色
野
菜
の
不
足
か
ら
お
F

」
る
の

で
す
。
こ
の
よ
う
な
結
果
は
、
段
付
の
過

重
労
働
と
低
栄
養
、
不
完
全
栄
養
に
出
来

す
る
長
夫
症
の
成
凶
に
も
な
る
の
で
す
乙

こ
の
た
び
の

「
農
村
食
生
活
改
善
推
進

事
業
」

は、

「
食
生
前
改
養
モ
日
ア
戸
市
町

村
’一
を
設
躍
し
て
、
安
価
で
、
し
か
も
新

鮮
で
保
蔵
の
で
beる
冷
凍
食
品
を
前
及
し

て
、
こ
の
解
決
に
当
た
り
、
農
村
の
食
生

来
訪
客
が
期
待
さ
れ
る
。

ハ
写
兵
V
完
成
し
た
北
文
公
衆
便
所u
’
 一

市
の
’
川
上
に
努
め
よ
う
と
い
う
主
旨
の
も

の
で
す
。

州
日
町
小
品
〈
段
協
に
は
保
脱
抑
投
が
で

芝
、
制
川
町
が
鵡
門
会
、
川
崎
－
川
災
合
開
催

し
、山
民
業
改
良
世
田
及
一前
が
事
業
の
挑
進
に

山
斗
た
り
、
本
年
か
ら
一
一
一カ
年
間、

各
泡
で

硝
別
問
会
、
縦
一
爪
会
、

あ
る
い
は
食
生
出
改

泊
山
川
市
に
よ
っ
て
巡
回
抽
出
市
し
、
食
日
午
川
改

訴
に
関
す
る
ー
知
識
泣
ひ
技
桝
に
つ
い
て
、

広
く
農
家
へ
告
も
つ
指
鴻
を
行
な
う
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

キ
ツ
ネ
を
と
ら
な
い
で

山
林
を
守
る
キ
ツ
ネ
放
獣

去
る
十
一
月
十
日
と
十
ご
け
、
岡
山
県

か
ら
購
入
し
た
キ
ツ

一ネ
牡
牝

一
つ
が
い
が

相
ノ
又
休
猟
仮
に
放
獣
さ
れ
亡
。

こ
れ
は
、

富
山
県
林
業
振
興
事
業
の

一

環
と
し
て
、
有
害
獣
そ
あ
る
野
ウ
ザ
ギ
の

天
敵
で
あ
る
キ
ツ
ネ
な
欣
俄
し
、
杉
や
桜

の
幹
を
食
べ
て
枯
ら
す
刑
判
ウ
サ
ギ
右
辺
治

す
ゐ
の
が
目
的
。

キ
ヅ
ヰ
は
祭
獣
と
さ
れ
て
お
り
、
強
レ

山川
削
が
耕
せ
ら
れ
ま
ず
か
ら
』
L

注－
Z
J官
。

（

i
M
m
子
司烈
）

寒
気
の
中

山
岳
事
故
救
助
訓
練
決
行

山
で
の
雌
雌
新
政
仙
の
訓
械
が
、
ト
ト
九司令

十

一
川
一一
十
二
川
、
二
十
一一十
U
の
－
山
川
、

み
ぞ
れ
降
る
中
念
、
新
潟
以
の
川
瓜
山

〈柳
川

一
、

一
八
八
日制
｝で
行
な
わ
れ
た
”

ニ
れ

i
、
間
川
町
ハ
店
川
町
臨
同
夜
引
樹
液

J

l

h
I
H
－

－

J
AI

：
4
1
H
 

A
2
の
紋
助
隊
凸
と
入
泣
い
将
の
山
岳
緒
的
隊

員
の
ム
日
間
に
よ
る
も
の
で
、

一
行
八
名

「
校
凶
略
語
事
故
あ
り
、
た
ど
ち
に
救

出
せ
よ
」
の
抑
止
乞
受
け
て
の
山
動
を
惣
定

し
、
教
助
隊
の
ザ
イ
作

ワ
ー
ク
、の
伐
術
修

得
な
特
に
同
的
と
し
て
行
な
い
、
忠
一
大
紋

の
中
、

一
糸
川
叫
れ
ぬ
統
半
の
う
ち
に
無
事

終
了
し
た
ω

求
職
情
況
調
査
ま
と
ま
る

先
般
、
朝
U
町
が
行
々
し
γ

ま
し
た
町
内

求
職
情
況
調
貨
に
対
し
、
絶
大
な
る
こ
協

力
を
い
た
．た
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
レ
ま
L

た
ι今
後
、
公
山
弔
問
の
な
い
土
場
の
誘
奴
な
ど

に
、
こ
の
資
料
を
使
わ
せ
て
い
た
ど
き
た

い
と
忠
レ
ま
す
。

現
査
対
象
世
搭
数

回

収

率

四
、
七
穴
三
世
務

九
七

・
七
%

（
応
五
月
淳
一
）

3郵：
主便：
：局；
[ f二j

fよ：
；り1

国
家
公
務
員

郵
便
外
務
職
員
を
募
集

金
沢
郵
政
尚
で
は
、
北
隠
三
mm及
び
大

都
会
の
郵
便
局
に
勤
務
す
る
外
務
純
品
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

一〉
受
付
期
間
寸
二
月

一
H
t
一
月
九

n

d
’応
募
資
絡

昭
和
十
五
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十

一
年
間
凡

で
u
ま
で
に
ん
に
ま
れ
た
出
子

ツ
滋
考
刀
法
明
記
試
験
而
妓

詳
細
は
、
近
く
の
部
使
同
窓
口
で
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

郵
政
大
臣
か
ら

米
寿
者
に
金
盃
贈
呈

邸
・政
行
の
陥
・め
保
険
で
は
、
こ
の
ほ
ど

明
治
十
五
年
中
に
午
＼
ま
れ
た
人
過
に
、
榔

政
大

P
か
ら
、
米
対
パ
を
削
う
ふ
ヤ
ト
ぷ
山
と
お
川
悦

レ
の
道
状
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
明
治
、
大
正
‘
附
和
の
三
代

に
わ
た
っ
て
、
社
会
の
中
盤
と
し
て
生
き

て
こ
ら
れ
た
人
達
の
功
摘
を
た
た
え
、
今

後
も
健
康
に
留
駁
さ
れ
、
や

が

て

内

芳

f
f

写
真

V

米
秀
者
の
家
一
腔
を
訪
問
し
て
、
金
査

と
あ
い
さ
つ
状
を
届
け
る
狩
沢
用
郵

川
氏
町
長

（
九
九
十
イ
）
の
銭
安
－
迎
え
て
ほ
し
い
と
レ

う
思
骨
の
も
の
で
、
同
戊
の
健
跳
増
進
を

願
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
u

伯
尚
一弘
山
刊
で
は
、

十
月
十
《

u、
野
沢

民
』
止
が
米

H
4引
の
ι永
氏
そ
訪
問
し
亡
、

金

前
と
あ
い
さ
つ
状
全
店
け
ま
し
た
。

郵
便
局
の
差
出
し
は
早
自
に

小
臼
制
使
物
は
十
二
川
」
l

五

υ一
凶
ま
で

；
、
；
1
5
f
q
t

；
i
て

－

E
L
l
i・

に
介
安
刻
印
私

U
l
二
｝

了
イ
J
f
Hヲ

ま
で
に
川
し
ま
し
ょ
う
d

。
作
飢
状
に
は
必
ず
榔
川
山
市
川
り
を

郎
副
溶
け
刀
は
什
川
所
の

一
部
で
す
、

の
作
引
状
は
F

」
う
し
て

一
山
内
、
県
内
、
そ
の
他
」
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ

「
介
俊
郎
使
市
内
、
県
内
し

な
と
と
付
廷
に
舟
念
、
山
一ね
て
問
し
て

く
だ
さ
い
。

。
あ
て
名
は
～
片
山
崎
に
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降
雪
期
に
な
り
、
町

で
は
国
、
県
な
ど
関
係

機
関
と
協
力
体
制
を
む

す
び
、
迅
速
的
確
な
除

雪
を
行
な
い
、
重
要
な

幹
線
道
路
の
交
通
を
確

保
す
る
た
め
、
次
の
こ

と
に
つ

い
て
皆
さ
ん
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
①
屋
根
の
雪
お
ろ
し

を
さ
れ
た
ら
、
す
ぐ
あ

と
始
末
を
行
な
い
交
通

防
害
に
な
ら
な
い
よ
う

注
意
し
て
く
だ
さ
い
G

特
に
市
街
地
の
除
雪

は
、
交
通
は
も
ち
ろ

ん
、
梢
防
活
動
に
お
い

て
も
重
要
な
こ
と
で
す
か
ら
、
降
雪
の
状

況
を
み
て
、
各
町
内
会
の
－
斉
除
雪
を
実

施
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

①
側
溝
、
用
水
、
流
雷
滑
な
ど
に
無
計

画
な
雪
流
し
は
、
溢
水
に
よ
り
思
わ
ぬ
災

害
を
招
く
ζ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず

取
水
及
び
流
末
処
理
の
調
査
を
し
、
下
流

に
及
ぼ
す
影
梱
慢
を
考
慮
の
う
え
、
計
画
的

な
流
雪
作
業
を
し
て
く
だ
さ
い
。

①
降
雪
期
の
路
上
駐
車
は
、
交
通
の
渋

滞
を
招
く
と
と
も
に
、
除
雪
作
業
の
大
き

な
障
害
と
な
り
、
除
雪
に
あ
た
り
車
両
を

損
壊
す
る
こ
と
も
あ
り
支
す
の
で
、
車
両

h

の
所
有
者
は
、
路
上
で
の
駐
車
（
放
置
）

を
し
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

交通確保のためにつ

ひ

I.，＇~；道路除雪に協ゐを｜ 

さあ（塁強話会誌:r）第1似号
道
路
を
正
し
く

つ
か
い
ま
し
ょ
う

(7) 

自
動
車
交
通
の
激
増
に
伴
い
、
人
の
通

行
が
大
変
危
険
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

最
近
特
に
、
市
街
地
に
お
い
て
は
、
不

法
に
道
路
を
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
目
立

っ
て
い
ま
す
u

（
例
〉
流
雪
溝
が
で
き
、
側
溝
が
な
く

な
っ
た
た
め
、
路
・
上
に
ま
で
尚
u
m－を

並
べ
て
、
歩
通
に
ナ

ヘ
－R
h
h
：
～
ろ
を

堂
々
と
占
用

み
ん
な
の
道
路
で
す
／

も
う
一
度
、
自
宅
前
を
眺
め
て
み
ま
し
ょ

，
「
ノ
。
交
通
安
全
は
、
通
行
者
の
み
に
住
意
す

る
だ
け
で
な
く
．
明
る
く
正
し
い
道
路
に

す
る
よ
う
、
人
に
迷
惑
を
か
け
ぬ
よ
う
お

互
い
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

九
ほ
お
、
屋
外
広
告
物
に
つ
い
て
も
、
富

山
県
毘
外
広
告
物
条
例
が
あ
り
、
不
法
な

も
の
は
取
締
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
宰
考
〉
摩
バ
広
告
物
条
例
第
二
条

何
人
も
、
形
状
、
面
積
、
也
彩
、

意
匠
、
そ
の
地
表
示
の
方
法
が
美
観

風
致
を
そ
こ
な
い
、
ま
た
は
公
衆
に

対
し
危
害
を
及
ぽ
ナ
恐
れ
の
あ
る
広

告
物
を
表
示
し
、
ま
た
は
こ
れ
を
掲

出
す
る
物
件
を
設
問
し
て
は
な
ら
な

路
上
条
法
占
用
広
告
物
、
交
遊
点
で
見

通
し
を
さ
え
智
る
日
除
け
、
及
び
広
告
等

に
つ
い
て
も
、
も
う
一
度
お
互
い
に
確
か

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

昭
和
田
＋
六
年

僻
祝
賀
名
刺
交
換
会
案
内

日
時
一
月
一
日

午
前
＋
－
時
三
＋
分

場
所
泊
高
等
学
校
体
育
蹄

書
加
ご
希
望
の
方
は
、
十
二
月

十
五
日
ま
で
、
町
内
会
、
各
事
業

所
、
官
公
庁
等
で
と
り
ま
と
め
て

一
人
当
り
金
三
百
円
を
添
え
、
役

場
町
長
室
宛
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

目

、ー

び

人

よ

ろ

マ
舟
川
新
H
岡
田
俊
輝
、
赤
川
H
佐
渡
す

み
ゑ

一
〉
笹
川
H
勝
田
正
、
沼
保
H
永
井
野
一
笹
子

マ
道
下
川
長
津
栄
蔵
、
山
崎
H
久
我
口
幸

子
V
宮
崎
U
中
谷
庄
一一
、
魚
津
市
｜
福
沢
ひ

ろ
子

マ
平
柳
H
水
下
譲
一
一
、
婦
負
郡
H
江
尻
美

千
代

マ
舷
町
H
W
問
桜
薦
、
ご
一
枚
繍
H
藤
田
松
子

マ
一
…
枚
矯
H
森
川
繁
、
月
山
H
匂
回
突
子

マ
黒
部
市
H
金
山

一
雄
、
沼
山
m
H
芦
崎
三

恵
子

V
府
川
新
H
藤
田
功
、
大
門
町
H
大
垣
幸

子
マ
道
下
H
金
稼
猛
、
桜
町
H
大
久
保
栄
子

マ
荒
川
川
大
和
隆
一一
一
、
荒
川
川
金
山
学
子

マ
荒
川
H
手
嶋
健
一
、

下
山
新
U
中
村
操

マ
下
山
新
H
水
野
突
、
下
山
新
日
水
野
真

紀
子

マ
境
H
渡
辺
幸
男
、
金
沢
市
H
消
水
由
紀

門

V

路
回
日
石
井
聾
彦
、
平
柳
H
塚
本
由
紀

4
4
 

マ
出
保
H
岡
田
梢
久
、
勝
山
味
川
沢
本
文
子

V
横
尾
U
捌
内
修
治
、
入
替
町
H
花
田
久

美
子

マ
道
下
H
浜
浦
芳
夫
、

南
保
M
道
用
け
い

子
マ
鳴
門
海
町
H
松
沢
正
雄
、
南
保
H
森
鳥
孝

子
マ
草
野
H
士

子
マ
横
尾
H
山
田
一
義
、
道
下
H
東
和
歌
子

マ
横
尾
H
山
田
進
．
入
善
町
H
前
田
美
雪

マ
山
崎
H
九
里
消
美
、
泊
目
沢
泉
洋
子

マ
滑
川
市
W
高
木
幹
夫
、
泊
川
山
口
節
子

の

マ
横
尾
H
湯
島
問
、

平
柳
H
・1
田
京
子

マ
南
保
H
沢
田
一
征
、
糸
魚
川
市
川
訟
沢

よ
し
子

マ
旅
草
野
H
川
端
柳
大
郎
、
入
普
町
U
広

島
順
子

マ
道
下
H
大
平
静
昭
、
富
山
市
H
高
間
栄

子
マ
山
崎
H
妥
器
光
春
、
入
善
町
H
大
議
永

子
マ
片
山
H
谷
口
直
筆
‘
細
野
日
小
杉
紀
子

マ
沼
保
N
梅
津
勝
範
、
魚
崎
叫
市
川
問
田
和

子
マ
東
草
野
H
水
島
彬
昌
、
入
善
町
日
坂
泉

節
子

マ
赤
川
H
脇
山
孝
英
、
山
崎
H
長
津
春
子

マ陥何
日
水
鳥
範
他
、
繍
水
N
杉
本
佳
子

ム
平
柳
H
黒
坂
昭
土
、
道
下
H
一
出
道
子

マ
山
崎
H
背
島
武
男
、
富
山
市
U
小
林
順

子
マ
大
家
庄
H
勝
見
耕
一
、

車
美
子

西
砺
波
H
中
川

一
赤

ち

ゃ

ん

誕

生

ママママママて7ママママママママママママ
東沼蛭東泊荒酉沼横横東道桜横舟荒桜道沼
草 ー 草 草川
野保谷野 川町保尾尾野下町尾新川町下保

笹
川
光
一

小
久
保
母

南

茂

寛

箔
地
正
挙

出
弁
久
也

市
ぬ
崎
消
和

伊

藤

弘

越
間
紀
夫

米
田
稔
砲

松
下
克
彦

大
蔵
清
正

丸
山
成
行

清
水
田
升

荒

尾

弘

菅
井
広
夫

坂
東
清
種

横
田
良
一

長

沼

武

水
島
光
弥

二長二長長長長長二二長長長 長長 長 二長畏
女女男男女女晃男男男女男女女男女女女男

聡由
紀
子

洋

美

美

幸

・

祭珠

江

千
鶴
子

大

輔
昭

子

修浩

二

剛

史

尭綾
恵
真
希
子

快潤泰

子

由
紀
子
・

／
」泊
マ
廃
マ
赤
マ
姥
マ
畏

野

マ
東
草
野

マ
山

崎

マ
寝

田

マ
東
草
野

マ
平

柳

マ
道

下

マ
泊
マ
細

野

マ
荒

川

ム
泊
マ
桜

町

マ
殿

町

マ
宮

崎

ム
塊
マ
宮

崎

マ
東
草
野

マ
塊
マ
東
草
野

マ
山

崎

マ
金

山

マ
舟
川
新

マ

横

道

マ

横

水

マ
草

野
保

大
平
正
通

渡

辺

正

岡
島
彦
勝

水

島

稔

大
本
林

博

佐

渡

茂

~、幹仁千正祥

長
男
…
長
男
二
女
二
男
長
男
二
男

脊 J事．司

J 11 

口、
寸

7

な

く

な

っ

た

人

．

清

水

新

作

（

六

O
才
）

藤

田

幹

夫

こ

六

才

〉

寺

田

清

松

（

八

O
才
〉

平
田
之
雄
（
ニ
七
才
）

南
部
弥

三
一
吉
（
七
六
才
〉

上

保

健

（
四
才
）

山
崎
与
次
郎
〈
六
八
才
〉

上

沢

み

よ
（
六
八
才
〉

長

井

ハ

ル

（

六

一
才
）

大

島

は

り

（

八

O
才）

角
丸
仁
之
次
郎
（
八
七
才
）

松
本
ミ
ヨ
（
六
回
才
）

水
島
さ
と
（
七
六
才
）

水
島
い
と
〈
六
七
才
）

井
口
彦
四
郎
（
六
八
才
）

広
川
金
一
（
七
四
才
）

上
一

沢

進

（

一－
一五
才
）

安
遥
ち
ょ
（
七
七
才
〉

金
田
み
よ
〈
八
四
才
）

藤
井
英
次
郎
（
七
七
才
）

大
菅
定
次
郎
（
七
三
才
）

林
与
三
松
（
七
八
才
）

吉
江
彰
敏
（
六
カ
月
〉

八

朝
日
町
の
人
口

v 

（
十
月
三
十
一
日
現
在
）

九
、
二

三
一
人

一
O
、
六
六
四
人

一
九
、
八
九
五
人

五、

o＝
二
世
帯

男女計世
帯
数

F
D
n
U守
t
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笹
川
地
区

勝
田
あ
つ
子

小

林

節

子

長
井
千
津
子

長

井

正

昭

傑
仲
介
富
喜
子

民

井

静

長

井

栄

昭和4~年度朝日町成人者名簿照会
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